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市
で
は
、登
米
市
の
魅
力
や
産

業
を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
冊
子『
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
か

え
り
モ
ネ
」×
登
米
市（
子
ど
も

版
）』を
作
成
し
、７
月
に
は
、市
内

の
各
学
校
を
通
し
て
、小
・
中
・
高

校
生
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
、Ａ
４
サ
イ
ズ
の
16

ペ
ー
ジ
で
構
成
し
、ド
ラ
マ
の
ヒ

ロ
イ
ン
で
あ
る
清
原
果か

耶や

さ
ん
が

表
紙
。児
童
と
生
徒
に
向
け
た
清

原
さ
ん
か
ら
の
手
書
き
メ
ッ
セ
ー

ジ
か
ら
始
ま
り
、「
お
か
え
り
モ

ネ
」の
番
組
情
報
、気
象
予
報
士
と

登
米
市
の
林
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、マ
ン
ガ
な
ど
で
紹
介
し
、子

ど
も
に
も
理
解
し
や
す
い
内
容
で

掲
載
し
ま
し
た
。

　

冊
子
の
発
行
に
伴
い
、７
月
８

日
に
は
、佐
沼
小
学
校
で「
ふ
る
さ

と
登
米
市
の
魅
力
を
見
つ
け
て

紹
介
し
よ
う
」を
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
実
施
。同
校
の
４
年
生

１
１
０
人
を
対
象
に
、市
職
員
が

登米市の魅力をもっと知りたい

　今まで、登米市に住んでいると当た
り前にあると思っていた長沼フートピ
ア公園などの建物が、登米市に住んで
いない人たちにとっては珍しく、魅力
があると知りました。
　総合的な学習の時間の話の中では、
林業についての話が一番印象に残って

います。登米市にたくさんある木も、一
本一本が何十年という長い年月をかけ
ながら成長していると聞いて、驚きま
した。
　これからもっと登米市の魅力や建物
などについて、勉強していきたいと思
います。

　総合的な学習の時間で話を聞いて、
生まれてから今まで登米市に住んでい
ても、知らないことがいっぱいあるん
だと感じました。
　特に、登米市の林業で採れた木の量
が、宮城県の林業の中でも多いのだと
いうことを初めて知って、とても驚き

ました。
　１年生のときに、歴史博物館に行っ
たことはあったけれど、その他にもい
ろいろな施設があるということも初め
て知りました。
　いつか登米市をもっと知るために
行ってみたいと思います。

いろいろな施設に行ってみたい

講
師
を
務
め
、今
回
作
成
し
た
冊

子
と
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
て
、市
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち

に
講
話
し
ま
し
た
。

　

講
話
で
は
、「
伊
豆
沼
・
内
沼
」

「
林
業
」「
能
舞
台
・
登
米
能
」「
畜

産
」を
中
心
に
、市
の
観
光
や
産
業

に
つ
い
て
説
明
。児
童
は
、「
お
米

は
ど
れ
く
ら
い
採
れ
る
ん
で
す

か
」「
登
米
産
の
仙
台
牛
は
何
㌔
く

ら
い
採
れ
る
ん
で
す
か
」「
採
れ
た

お
肉
で
は
ど
ん
な
料
理
が
作
れ
ま

す
か
」「
１
年
間
に
何
本
の
木
を

切
っ
て
い
る
ん
で
す
か
」な
ど
、積

極
的
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、今
回
作
成
し
た
冊
子

『
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
か
え
り
モ

ネ
」×
登
米
市（
子
ど
も
版
）』の
ほ

か
、「
同（
観
光
版
）」、『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ウ

イ
ー
ク
リ
ー
ス
テ
ラ
特
別
編
集
版

「
登
米
市
紀
行
」』を
、コ
ロ
ナ
禍
で

帰
省
で
き
な
い
本
市
出
身
者
や
観

光
に
来
ら
れ
な
い
市
外
在
住
者
を

対
象
に
、無
料（
送
料
を
含
む
）で

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課（
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
係
）
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